






















2)早期介入の効果

分担研究者前川喜平

共同研究者神谷育司

胎児の出生時点での極度の未熟性は外界への刺激閾値が低く環境適応に対するハイリスク

児である。未熟性による養育上の問題や発達の遅れが予測されるが、より望ましい発達へ

の働きかけとして、親の養育に対する援助や、子供への適切な感覚運動刺激を与えるなど、

子の発達的環境への意図的な働きかけが介入である。今回、乳幼児期といった比較的早期

の段階での、遊びを主体とした感覚統合的な活動の場を整備し、より望ましい発達を意図

する早期介入に取り組んだ。

研究班に参加する各施設は各施設ごと独自の体制でこの課題に取り組み、例えば・久留米

医科大学小児科・聖マリヤ病院は Teeny　Angel の名称で実施され、自治医科大学小児科

による“巣立ちの会”さらには、東京女子医科大学のスクスク体操教室、聖隷浜松病院新

生児未熟児センターによるポッピング・クラブ等々各施設はその施設の状況に応じ可能な

限りの体制で対処した。

その取り組みの方法や効果の判定についても各施設独自な面がある。日赤医療センターで

は新版 K式発達検査により検討し、聖隷浜松では新版 K式発達検査並びに津守式による乳

幼児精神発達検査によってその効果を検討している。

早期介入の効果については各施設共通の質問紙を作製し検討した。各施設共通の質問紙は

東京女子医科大学方式によるスクスク体操教室の調査用紙に質問項目を加えたものである。

各施設の回答を集計し非介入群との比較で早期介入の効果を検討した。

早期介入の活動に参加している保護者、主に母親であるが、親達がどのように早期介入を

受け入れているのか、何を感じとっているのか、については各施設はそれぞれの方式で調

査し、時には面接し意見を聴取している。


